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海
外
の
恵
ま
れ
な
い
子
ど

も
た
ち
を
支
援
し
よ
う
と
、

国
際
交
流
サ
ー
ク
ル
Ｓ
・
Ｉ

・
Ａ（
シ
ア
）は
、
書
き
損
じ

は
が
き
の
回
収
を
行
っ
て
い

る
。
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
10
号

館
と
川
崎
市
多
摩
区
役
所
に

回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、

協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
Ｓ
・
Ｉ
・
Ａ
で
は
２
０
０

８
年
か
ら
書
き
損
じ
は
が
き

の
回
収
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
区
と
多
摩
区
・
３
大
学

連
携
協
議
会
の
協
力
の
も

と
、
昨
年
は
約
１
４
０
０
枚

集
め
た
。
回
収
し
た
は
が
き

は
、
途
上
国
支
援
を
行
っ
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ン
ガ
ー

・
フ
リ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
を
通

じ
て
途
上
国
に
寄
付
す
る
。

は
が
き
１
枚
で
お
か
ゆ
１
食

分
の
支
援
に
な
る
と
い
う
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担

　
新
制
大
学
は
、
１
９
４
７

年
制
定
の
学
校
教
育
法
に
基

づ
く
高
等
教
育
機
関
。
46
年

に
校
友
と
し
て
初
め
て
総
長

と
な
っ
た
今
村
力
三
郎
（
１

８
６
６
｜
１
９
５
４
年
）
の

下
で
、
新
制
大
学
移
行
準
備

が
進
め
ら
れ
た
。

　
49
年
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

が
新
た
に
整
備
さ
れ
、
商
経

（
経
済
学
科
、商
業
学
科
）、

法
（
法
律
学
科
）
の
２
学
部

３
学
科
で
認
可
さ
れ
、
新
制

４
年
制
大
学
と
し
て
歩
み
始

め
た
。
当
時
の
学
生
数
は
、

旧
制
大
学
生
ら
が
通
う
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
が
３
８
８
４

人
、
新
制
の
学
生
が
通
う
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
が
９
９
４
人

だ
っ
た
。

　
展
示
は
５
部
構
成
。
同
年

10
月
に
開
催
さ
れ
た
専
修
大

学
創
立
70
周
年
記
念
式
典
の

ポ
ス
タ
ー
や
記
念
バ
ッ
ク
ル

な
ど
も
展
示
し
て
い
る
。

　
学
生
生
活
で
は
、
46
年
に

女
子
学
生
の
入
学
が
認
め
ら

れ
、
男
女
同
席
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
の
様
子
を
紹
介
。
ま
た
、

当
時
の
学
生
の
〝
ス
ク
ー
ル

ラ
イ
フ
〞
や
ア
ル
バ
イ
ト
事

情
に
も
焦
点
を
当
て
て
い

る
。

　
特
別
展
は
専
修
大
学
創
立

１
４
０
周
年
記
念
事
業
の
一

環
。

　
東
日
本
大
震
災
で
児
童
ら

84
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
宮
城

県
石
巻
市
立
大
川
小
の
津
波

訴
訟
で
、
宮
城
県
と
石
巻
市

の
事
前
の
防
災
対
策
不
備
を

認
め
た
遺
族
側
勝
訴
の
判
決

が
10
月
、
最
高
裁
で
確
定
し

た
。
こ
の
判
決
の
意
義
を
問

う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
11
月
23

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。
市
民
、
学
生
ら

約
１
２
０
人
が
参
加
し
熱
心

に
聴
講
し
た
。

　
シ
ン
ポ
は
本
学
法
学
研
究

所
、
法
社
会
学
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
、
大
川
小
学
校
児
童
津
波

被
害
国
賠
訴
訟
を
支
援
す
る

会
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ

た
。

　
大
川
小
の
問
題
を
巡
っ
て

は
、
震
災
前
に
作
成
・
提
出

さ
れ
た
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
存
在
な
ど
形
式
上
は
防

災
対
策
が
取
ら
れ
て
い
た

が
、
学
校
側
の
認
識
が
足
り

な
い
点
や
市
教
委
の
チ
ェ
ッ

ク
の
不
足
か
ら
機
能
し
な
か

っ
た
こ
と
が
裁
判
で
指
摘
さ

れ
た
。

　「
ボ
ー
っ
と
生
き
て
ん
じ
ゃ

ね
ー
よ
！
」
の
決
め
ゼ
リ
フ
で

お
な
じ
み
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
人
気
番
組
『
チ
コ
ち

ゃ
ん
に
𠮟
ら
れ
る
』

に
、
道
家
英
穂
文
学
部

教
授
が
出
演
し
た
。

「
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
靴
下
に
入

れ
る
の
は
な
ぜ
？
」
の

疑
問
に
答
え
た
。
放
送

は
11
月
29
日
。

　
道
家
教
授
に
よ
る

と
、
舞
台
は
４
世
紀
、

小
ア
ジ
ア
の
古
代
都

市
ミ
ュ
ラ
（
現
在
の

ト
ル
コ
）。
聖
ニ
コ
ラ

ウ
ス
と
い
う
司
教
が
貧
し
い
三

姉
妹
を
救
う
た
め
、
そ
の
家
の

窓
か
ら
金
貨
を
投
げ
入
れ
た
と

こ
ろ
、
金
貨
が
暖
炉
の
前
に
か

か
っ
て
い
た
靴
下
の
中
に
入
っ

た
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
靴
下
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。

　
道
家
教
授
の
専
門
は
、
英
国

の
詩
、
西
欧
文
学
の
思
想
的
研

究
。
道
家
教
授
は
「
靴
下
は
当

時
、
貯
金
箱
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
た
の
で
、
投
げ
入
れ
た
金

貨
が
偶
然
入
っ
た
と
い
う
の

は
、
伝
承
の
過
程
で
そ
う
い
う

形
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
」
と

話
し
て
い
る
。

放
送
さ
れ
た
道
家
教
授
の
出
演
シ
ー
ン

　
チ
ェ
コ
共
和
国
の
プ
ラ
ハ
・

カ
レ
ル
大
学
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
〝
Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｏ
ｒ
ａ 

ａ

ｎ
ｄ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
ｅ
ｓ
ｅ 

Ｌ

ｉ
ｎ
ｇ
ｕ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ
ｓ
〞
が

11
月
８
日
か
ら
10
日
に
か
け
て

開
催
さ
れ
、
文
学
部
日
本
語
学

科
の
丸
山
岳
彦
教
授
が
講
義
を

行
っ
た
。

　
チ
ェ
コ
で
日
本
語
を
専
攻
で

き
る
学
科
を
持
つ
大
学
は
、
プ

ラ
ハ
に
あ
る
プ
ラ
ハ
・
カ
レ
ル

大
学
な
ど
３
大
学
。
今
回
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
こ
れ
ら
３

大
学
で
日
本
語
学
を
教
え
て
い

る
チ
ェ
コ
人
の
教
員
ら
と
丸
山

教
授
が
、
昨
年
度
か
ら
合
同
で

企
画
を
進
め
て
い
た
も
の
で
あ

る
。
会
場
に
は
、
３
大
学
の
学

部
生
、
大
学
院
生
、
教
員
を
は

じ
め
、
在
チ
ェ
コ
日
本
大
使
館

日
本
広
報
文
化
セ
ン
タ
ー
の
職

員
な
ど
、
計
34
人
が
詰
め
か
け

た
。

　
３
日
間
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、
丸
山
教
授
が
「
コ
ー
パ

ス
日
本
語
学
」
に
つ
い
て
英
語

で
講
義
と
演
習
を
行
っ
た
の
に

続
い
て
、
プ
ラ
ハ
・
カ
レ
ル
大

学
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ロ
ー

ゼ
ン
氏
が
「
チ
ェ
コ
語
ナ
シ
ョ

ナ
ル
コ
ー
パ
ス
」
に
つ
い
て
の

講
義
と
演
習
を
、
英
国
ラ
ン
カ

ス
タ
ー
大
学
の
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ

・
ブ
リ
ャ
ズ
ィ
ー
ナ
氏
が
コ
ー

パ
ス
と
統
計
処
理
に
関
す
る
講

義
を
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
た
。
日
本

語
と
チ
ェ
コ
語
の
コ
ー
パ
ス
を

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
で
比
較
し
な

が
ら
利
用
す
る
、
非
常
に
充
実

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
な
っ

た
。

　
丸
山
教
授
は
、
言
語
学
の
研

究
に
と
っ
て
な
ぜ
コ
ー
パ
ス

（
大
規
模
な
言
語
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
）
が
必
要
か
を
説
明
し
た

後
、
日
本
に
お
け
る
コ
ー
パ
ス

構
築
の
歴
史
と
現
状
を
講
義

し
、
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
利
用
で
き
る
複
数
の
日
本

語
コ
ー
パ
ス
の
検
索
方
法
と
、

集
計
・
分
析
の
方
法
に
つ
い
て

演
習
を
行
っ
た
。
参
加
者
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
い
な
が
ら

日
本
語
コ
ー
パ
ス
の
検
索
と
集

計
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
学
び
、
そ
の
結
果
を

発
表
し
た
。

　
チ
ェ
コ
に
お
け
る
言
語
研
究

は
水
準
が
高
く
、
１
９
２
０
年

代
に
端
を
発
す
る
「
プ
ラ
ハ
学

派
」
に
よ
る
言
語
研
究
は
、
現

在
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。
日
本

語
を
学
ぶ
チ
ェ
コ
の
学
生
た
ち

の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
驚
い
た
と

い
う
丸
山
教
授
は
、「
今
後
も

チ
ェ
コ
と
の
交
流
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
話
す
。

丸山教授（左）が参加したコーパス日本語学ワークショップ

『チコちゃんに叱られる』に出演
 文学部・道家教授

書
き
損
じ
は
が
き
回
収

 

Ｓ
・
Ｉ
・
Ａ
が
呼
び
掛
け

大 川 小
津波訴訟

神
田
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

判
決
の
意
義
問
う

　
大
阪
市
立
大
学
の
髙
橋
眞

教
授
（
民
法
）
は
判
決
に
つ

い
て
、「
児
童
の
安
全
確
保

の
た
め
に
、
事
前
防
災
へ
の

責
任
を
学
校
や
市
教
委
な
ど

の
組
織
に
求
め
た
。
事
故
を

現
実
に
防
ぐ
た
め
に
、
組
織

的
過
失
を
招
か
な
い
よ
う
、

誰
が
何
を
す
べ
き
な
の
か
、

そ
こ
を
問
う
と
こ
ろ
に
ま
で

踏
み
込
ん
だ
点
が
画
期
的

だ
」
と
他
の
災
害
事
故
裁
判

の
安
全
配
慮
義
務
を
例
に
分

析
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
原
告

の
遺
族
２
人
や
遺
族
側
の
弁

護
士
ら
が
登
壇
し
た
。

　
５
年
生
の
次
女
を
亡
く
し

た
紫
桃
隆
洋
さ
ん
は
「
裁
判

で
勝
訴
し
て
も
子
ど
も
た
ち

は
戻
っ
て
こ
な
い
。
判
決
を

今
後
、
災
害
か
ら
多
く
の
命

を
守
る
こ
と
に
つ
な
げ
る
よ

う
に
す
れ
ば
、
亡
く
な
っ
た

命
が
生
か
さ
れ
る
」
と
呼
び

掛
け
た
。

　
本
学
の
飯
考
行
法
学
部
教

授
（
法
社
会
学
）
も
「
裁
判

終
結
で
す
べ
て
が
終
わ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
大
川

小
判
決
を
社
会
が
広
く
認
識

し
、
ど
う
生
か
し
て
い
く
べ

き
か
考
え
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
た
。

　
本
学
で
の
大
川
小
を
巡
る

集
会
は
、
仙
台
高
裁
で
の
控

訴
審
判
決
直
後
の
昨
年
５
月

に
も
開
催
さ
れ
、
今
回
は
２

回
目
と
な
る
。

「判決を多くの命を守ることにつなげてほしい」

と呼び掛る紫桃さん

新制大学70年のあゆみ
写真パネルや資料で紹介

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
特
別
展

新
制
専
修
大
学
70
年
を
記
念
し

て
開
催
さ
れ
た
特
別
展
示

当
し
て
い
る
渡
辺
佳
音
さ
ん

（
人
間
科
学
１
）
は
「
日
本

に
い
な
が
ら
途
上
国
の
人
を

助
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
参
加

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
呼
び

掛
け
る
。

　
回
収
す
る
の

は
、
宛
名
の
書
き

間
違
い
や
印
刷
ミ

ス
な
ど
に
よ
っ

て
、
投
函
さ
れ
て

い
な
い
は
が
き
。

回
収
ボ
ッ
ク
ス
は

１
月
30
日
（
木
）

ま
で
設
置
す
る
。

チ
ェ
コ
で「
コ
ー
パ
ス
日
本
語
学
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

 文学部・丸山教授が講義 文学部・丸山教授が講義

回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
手
に
す
る
渡
辺
さ
ん（
左
）

と
神
山
瑛
理
さ
ん
（
ネ
ッ
ト
情
報
１
）

　
専
修
大
学
が
新
制
大
学
と
し
て
設

置
認
可
さ
れ
て
今
年
で
70
年
を
迎
え

た
。
こ
れ
を
記
念
し
た
特
別
展
「
新

制
専
修
大
学
の
出
発
」
が
11
月
７
日

か
ら
12
月
７
日
ま
で
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
９
号
館
１
階
で
開
催
さ
れ
た
。

戦
後
の
教
育
改
革
の
中
で
、
そ
れ
ま

で
の
少
数
精
鋭

の
大
学
か
ら
総

合
大
学
へ
と
変

容
を
遂
げ
る
様

子
を
、
写
真
パ

ネ
ル
や
資
料
で

紹
介
し
た
。


